
３つの力の育成：「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」 

（注１）「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 
校長 江戸谷 智章 

令和３年度の学校評価がまとまりましたので、その概要をご報告いたします。この報告は学
校生活に関するアンケート、行事の反省、日常の生活の様子等を総合し、本校教職員でまとめ
たものです。紙面が限られているため、アンケート集計結果については、学校ホームページに
掲載いたしますので、あわせてご覧いただきますようお願いいたします。 
《今年度の成果として感じたこと》 
コロナ禍の中、様々な制限下での学校運営も２年目となりました。しかしその一方で、生徒

たちは体育祭体育の部をはじめ学年合唱への取り組みなど、可能な限り従前の活動を取り戻そ
うと、相互で知恵を出し合いながら新たな学校行事のスタイルを生み出してきました。またこ
の数年、あいさつの励行や前向きな学習態度、更には係・生徒会活動等への意欲的な取り組み
などが多くの場面で見られ、本校の良き校風として今後も継承していきたいと思っております。 
〇学校生活に関するアンケートでは、多くの生徒が規律正しく充実した学校生活を送ってお
り、人間関係も良好である様子がうかがえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「係・委員会・行事等に意欲的に取り組んでいる」：92.4％（生徒）、86.2％（保護者） 
・「仲間同士で切磋琢磨しようとする関係が築けている」：90.2％（生徒）、84.6％(保護者) 

 ・「学校の決まりや社会のルールを守っている」：97.5％（生徒）、96.4％（保護者） 
 ・「学校生活の中で活躍する機会や場がある」：73.5％（生徒）、68.7％（保護者） ※注１ 
〇本年度の清学祭体育の部では新型コロナ感染症の影響で半日開催とし、また合唱の部にお
いては学年別開催としました。共に係生徒を中心に企画・運営がなされ一定の成果を収め
ることができました。次年度も生徒の手による学校祭づくりを継続してまいります。 

〇安心して充実した学校生活を送ることができるよう、今後も生徒生活アンケートをはじめ
いじめアンケートを定期的に実施し、集団生活等における問題把握・解消・未然防止に向
けて組織的に取り組んでまいります。 

〇学校生活は集団生活が母体となっていることから、安定した学校生活が送れるよいうにす
るためには、個々の生徒の表現力や他者との調整力、さらには人権を意識した思いやり等
の育成が欠かせないものと考えています。このことから、次年度においては集団の最小単
位である学級でより充実し円滑な人間関係が築いていけるよう、学級経営研修会等を取り
入れ望ましい集団づくりに努めてまいります。 

〇部活動では、コロナ禍のために十分な活動時間が確保できませんでしたが、大会等への参
加が様々な制限下のもと可能となり、生徒相互で切磋琢磨している様子がどの部活動でも
見られました。部活動の運営については教育課程外という側面もあることから、地域・保
護者の皆様の協力を得た適切な運営について検討してまいります。 

〇学校行事のみならず、生徒集会をはじめ学級内の係・委員会活動等において、生徒が主体
的に活動できる場の提供に今後も努めてまいります。 

令和4年1月 27 日 
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令和３年度 学校運営の成果と今後の取組 
 



《課題および次年度に向けて》  
本校では令和２年度後半から、清新中学校区内の小学校と教育連携を進め、学校区の実態か

ら「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」の３つの力の育成を教
育活動の重点として掲げ、生徒たちの「生きる力」として取り組んでおります。次代を担う生
徒たちの健全育成には、学校のみならず家庭・地域の連携は欠かせないとの考えから、これま
で以上に本校の教育方針等を内外に発信し、家庭教育力・地域力をもって学校運営の充実を図
ってまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「小中で掲げている３つの力を意識し生活している」：59.7％（生徒）、41.6％（保護者） 
・「学校は日々の教育活動を学校ＨＰ等で知らせている」：92.8％（生徒）、96.0％(保護者) 
〇今後更に、清新中学校区として９年間の育ちを大事にしていくために、小中学校間の連携
を密に図ると同時に、「めざす生徒像：３つの力」を保護者・地域の皆様とも共有し、困難
にも屈せず物事を成し遂げていく資質・能力の育成に一層取り組んでまいります。 

〇コロナ禍もあり、本校では昨年度から学校の教育活動の「見える化」を図っております。
今後も本校が進める教育活動が保護者・地域の皆様の理解のもと進められるよう、機会あ
るごとに学校ＨＰ等を通じて本校の教育活動の情報を発信してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「先生はわかりやすい授業づくりに取り組んでいる」：94.1％（生徒）、85.8％（保護者） 
・「先生は生徒に寄り添い相談や悩み事等に応じている」：91.7％（生徒）、87.2％(保護者) 
〇今後も研究授業等をとおして教員の授業力の強化に向けて取り組むと共に、家庭学習の習
慣化に向けて重ねて指導してまいります。また、現段階で基礎的・基本的な学習の定着に
課題があり授業内容についていけなくなっている生徒も少なからずいることから、個々の
生徒の教育的ニーズを把握することで、学習相談会等の実施のあり方などについても検
討・工夫をしていきたいと考えます。 

〇「生徒に寄り添い相談等に応じているか」については、８割以上の生徒・保護者が肯定的
に回答してはいるものの、少数とはいえども十分ではないという回答がある以上、このこ
とに真摯に目を向けてこれまで以上に相談しやすい雰囲気づくりに努めてまいります。ま
た、教師と生徒・保護者との信頼関係をさらに築いていけるよう、校内研修等を通して組
織的な生徒理解並びに教師力の向上に努めてまいります。 

○学習指導要領の改訂に伴い、現在の学習評価は集団内の位置づけではなく、学習指導要領
に定める目標に対する生徒一人ひとりの達成度をみる「目標に準拠した評価」となってお
ります。保護者の皆様には、今後も保護者会や学級懇談会等で学習評価の考え方・取組に
ついてご理解いただけるよう説明に努めてまいります。 

 （参考：「学習評価」https://www.pref.kanagawa.jp/docs/v3p/cnt/f6679/index.html） 
○その他、今後も生徒の生命や人権の尊重、学校の安全・安心を基盤とした教育活動を継続
し、学校教育のさらなる充実に全教職員をあげて取り組んでまいります。引き続き保護者
の皆さま、地域の皆さまのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。  

以 上                                                                  



評価項目（評価　％） 1 2 3 4

①

あなたは、清新中学校区の小・中学校が連携して掲げている「９年間

かけて身につけてほしい３つの力」を意識して生活していますか。

（３つの力とは・・・①深く考える力　②思いや考えを行動にする力

　　　　　　　　　　③自分に負けない力）

14 46 27 13

② あなたは、安心して楽しい学校生活を過ごしていますか。 59 35 5.2 1.2

③
あなたは、係や委員会活動、学校行事、部活動等に意欲的に取り組んでい

ますか。
52 41 5.3 2.4

④
あなたは、学級・学年や部活動等の中で、仲間同士で互いに切磋琢磨

しようとする関係が築けていますか。
45 45 7.6 2.2

⑤
あなたは、私たちの約束（学校の決まり）や社会のルールを守って

いますか。
60 37 2.1 0.4

⑥ あなたは、学習（授業や家庭学習）に意欲的に取り組んでいますか。 35 47 15 3.2

⑦ あなたは、学校生活の中で活躍できる機会や場所はありますか。 28 45 21 5.4

⑧
あなたは、どんなことに対しても最後まであきらめずに取り組んで

いますか。
34 51 13 2.2

⑨
先生方は、悩みごと等の相談にのったり、家庭やあなたのことを

理解しようとしていると思いますか。
52 39 5.4 2.9

⑩ 先生方は、教え方を工夫し、分かりやすい授業をしていると思いますか。 57 37 4.3 1.7

⑪
学校は、学校だよりや学校ホームページ等で、日々の教育活動や

生徒の様子を知らせていますか。
64 29 4.4 2.8

＜回答の選択肢について＞

１　～している　２　まあまあ～している　３　あまり～していない　４　ほとんど～していない

令和３年度　相模原市立清新中学校教育評価アンケート

生徒アンケート集約結果　　回答者数　728人



評価項目（評価　％） 1 2 3 4

①

お子様は、清新中学校区の小・中学校が連携して掲げている「９年間

かけて身につけてほしい３つの力」を意識して生活していますか。

（３つの力とは・・・①深く考える力　②思いや考えを行動にする力

　　　　　　　　　　③自分に負けない力）

6.7 35 43 16

② お子様は、安心して楽しい学校生活を過ごしていますか。 42 52 4.4 2.1

③
お子様は、係や委員会活動、学校行事、部活動等に意欲的に取り組んで

いますか。
42 45 12 2.3

④
お子様は、学級・学年や部活動等の中で、仲間同士で互いに切磋琢磨

しようとする関係が築けていますか。
26 59 12 3.3

⑤
お子様は、私たちの約束（学校の決まり）や社会のルールを守って

いますか。
63 34 3.1 0.4

⑥ お子様は、学習（授業や家庭学習）に意欲的に取り組んでいますか。 28 49 18 5

⑦ お子様は、学校生活の中で活躍できる機会や場所はありますか。 21 47 26 5.9

⑧
お子様は、どんなことに対しても最後まであきらめずに取り組んで

いますか。
21 57 18 3.8

⑨
清新中職員は、悩みごと等の相談にのったり、家庭やお子様のことを

理解しようとしていると思いますか。
31 57 11 1.5

⑩
清新中職員は、教え方を工夫し、分かりやすい授業をしていると

思いますか。
20 66 12 2.1

⑪
学校は、学校だよりや学校ホームページ等で、日々の教育活動や

生徒の様子を知らせていますか。
56 40 3.6 0.4

＜回答の選択肢について＞

１　～している　２　まあまあ～している　３　あまり～していない　４　ほとんど～していない

令和３年度　相模原市立清新中学校教育評価アンケート

保護者アンケート集約結果　　回答者数　480人



 
 

～清新中学校第３学年生徒の状況～ 
 令和３年５月２７日に３年生を対象に実施されました全国学力・学習状況調査の結果について、校内

において結果の分析を行い、本校のよい点や課題、課題について整理いたしましたのでその概要をお知

らせします。 

 なお、この本調査により測定できるのは学力の一部分であり、学校における教育活動の一側面にすぎ

ません。この調査結果に一喜一憂するのではなく、今後の教育活動に生かし、引き続き生徒一人ひとり

の学力向上に取り組んでまいります。保護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

１ 教科に関する調査からわかる本校第３学年生徒の特徴 
 
概要 

 ○国語の学習では、生徒たちの意識として、９割を超える生徒たちが、国語の勉強は大切だと考え、

且つ、国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと考えています。 

○国語では、本校の平均正答率は全国や神奈川県と同様の傾向を示しています。 

○数学の学習では、生徒たちの意識として、８割を超える生徒たちが、数学の勉強は大切だと考えて

いる一方で、数学の授業で学習したことが将来，社会に出たときに役に立つと考えている生徒は７

割弱にとどまっています。 

○数学においても、本校の平均正答率は全国や神奈川県とほぼ同様の傾向を示しています。 

教科別の特徴 

○国語では、「話合いの話題や方向を捉える問題」、「書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落

相互の関係に注意して書く問題」、「事象や行為などを表す多様な語句について理解する問題」等で

は、国・県の平均よりも正答率が高い状況にあるものの、「登場人物の言動の意味を考え，内容を理

解する問題」、「場面の展開，登場人物の心情や行動に注意して読み，内容を理解する問題」では国・

県の平均よりも正答率が低く、特に「文章に表れているものの見方や考え方を捉え，自分の考えを

もつ問題」では無回答率も高い状況にあります。 

 ○数学では、「与えられたデータから中央値を求める問題」、「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法

を数学的に説明する問題」では、国・県の平均よりも正答率が高い状況にあります。一方で、    

「目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明する問

題」、「錯角が等しくなるための，２直線の位置関係の問題」等では国・県の平均よりも正答率が低

く、特に「データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題」、「ある

条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現する問題」では、国・

県と同様に無回答率が高い状況にあります。 

 

２ 質問紙調査からわかる本校第３学年生徒の特徴（次項参照） 
○全国平均と同様、90％以上の生徒がいじめについて問題意識を高く持ち、人の役に立ちたいと回答し

ています。一方で、地域・社会への改善意欲や社会参加等については4割程度に止まり、意識が低いこ

とがうかがえます。  

○７割以上の生徒が、家では計画的に学習をしている（塾等も含む）と回答している一方で、およそ23％

の生徒が4時間以上スマートフォン等を使ってゲームをしており、2時間以上4時間未満でも、46％の生

徒がゲーム等をしていると回答しています。 

○67％の生徒が、将来への夢や目標を持っていると回答しています。これからの時代は、社会の中で自

分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していこうとする力が重要になると考えます。今

後も、キャリア教育を通じて、発達段階を考慮しながら自己有用感の育成に努めてまいります。 

３ 今後の改善点やお願い 
○学校生活のあらゆる場面をとおして、教員自らも人権意識を高め、生徒に寄り添い、いじめや差別・

偏見を許さない生徒の育成に努めてまいります。 

○学校では今後も、生徒たちの主体的な学びが触発されるよう、さらに質の高い授業づくりを目指して

まいります。ご家庭におかれましても家庭学習の習慣化に向けてよろしくお願いいたします。 

○ご家庭では引き続き、携帯電話やスマートフォンの使用時間や利用方法について、家庭内でルールを

決めるなど、適正使用についてお取り組みいただきますようお願いいたします。 

 

令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果から 



参 考（令和 3 年度全国学力・学習状況調査 第 3 学年生徒質問紙調査結果から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


